
１ 【日本大学　年度　第期】大問

　，を有理数とする。 


 
 を満たすとき， ， である。

　を定数とする。次関数  について，における最大値がであるとき，

　 である。

　一辺の長さがである正十二角形の面積は   である。

　方程式を満たす整数，の組のうち，が桁の自然数であるものは全部で

　 組ある。

２ 【日本大学　年度　第期】大問

　


 


の展開式において，  の項の係数は である。

　円    をとし，と直線 のつの交点を，とする。の中心の座標は

　 ， であり，線分の中点の座標は 
 ，

 である。

　において，関数  


    



  の最大値は である。

　つのベクトル，は ，  ，  を満たすとする。つのベクトル と が垂直で

　あるような実数の値は である。

３ 【日本大学　年度　第期】大問

　等差数列  は  ，          を満たし，公比が実数である等比数列  は  ，

 を満たすとする。

　    ，   ･
 である。

　つの数列  と  に共通して現れる数を小さい順に並べてできる数列を  とすると，   ，

　   ，   である。

　つの数列  と  のうち，数列  のみに現れる数を小さい順に並べてできる数列を  とすると，

　
 



   である。

日本大学　年度　第期



４ 【日本大学　年度　第期】大問

　関数   
 

     を考える。

　   である。

　   である。

　  
     である。

　  の最小値は
  である。
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